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1 はじめに
近年，企業などでは世間に溢れる様々な情報を収集し，

ビックデータと呼ばれる非常に巨大で複雑なデータの集合
として扱うことが増えてきている．そして，ビックデータ
を扱うには様々な処理や解析によって情報を取捨選択し，
自分たちに必要な形で保管する必要がある．
また，ビックデータの情報量は膨大で，人の手で全て解

析するのは困難であるため，一般にプログラミング言語を
用いて機械に処理させるのが一般的である．よって，ビッ
クデータを扱うためにはプログラミングの知識や技術が必
要不可欠で，プログラミングに触れたことがない人には扱
いづらいものになっている [1]．
そこで，プログラミング初心者でも扱いやすいビジュア

ルプログラミング言語を使い，ブロック 1つ 1つに処理を
対応させることでブロックを並べるだけで処理できるプロ
グラムを作成することができるようにする．プログラミン
グができない人でもビックデータを扱うことができると考
えられる．
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2 デジタルトランスフォーメーション
2.1 Society 5.0 と web サービス
Society 5.0 とは，サイバー空間（仮想空間）とフィジ

カル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、
経済発展と社会的課題の解決を両立する人間中心の社会の
ことである．
本研究では，サイバー空間上で webサービスとしてビッ

グデータを扱うことができる blocklyを提供し，ユーザー
がフィジカル空間上でビックデータを扱えるようにするこ
とで Society 5.0 を実現する．また，このような IT を利
用した人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させ
るようなことをデジタルトランスフォーメーション [2] と
いう．

図 1: Society5.0

2.2 サーバサイドプログラミングの技術
Web ブラウザは、HTTP を使ってWeb サーバーと通

信する．このとき，ブラウザの操作によってブラウザから
サーバーへ HTTP リクエストが送信される．また，Web

サーバーではクライアントからのリクエストを待ち，受信
したら処理をして HTTP レスポンスをブラウザに返す．
本研究では，HTTP 通信を行ったあとに動的サイトと

して, ユーザーからの入力に対しての処理を，非同期通信
を使って Web サーバ上でプログラムの実行が要求され，
結果をウェブブラウザに対して送信するシステムを開発す
る．クライアントサイドコードに使うことができる言語は，
HTML,CSS,Javascriptであるが，サーバーサイドによる処
理を挟むことでそれ以外の言語 (Perl,PHP,Python,Ruby
など) を使う事ができるようになる．他の言語を扱うこと
ができるため，クライアントサイドにはないライブラリを
使うことができる．

3 ビジュアルプログラミング
3.1 種々のビジュアルプログラミング
ビジュアルプログラミングとは，一般的に想像されるプ

ログラミング言語ごとのルールに沿ってキーボード入力で
テキストのプログラムコードを打つテキストプログラミン
グと違い，プログラムコードの要素ごとに視覚的なパーツ
として分解されたものをマウスによる操作で組み合わせて
プログラムコードをつくるものである．テキストプログラ
ムと比較して，ビジュアルプログラミングは子供にもわか
りやすくプログラムを作ることができる．
すでにあるビジュアルプログラミングとして，機械学習

（人工知能・AI）を使って課題を解決するクラウドサービ
スのMAGELLAN BLOCKS（BLOCKS）や教育用作ら
れ様々なアプリケーションに使われている Blockly[4]など
がある．また，blockly をベースにして作られたサービス
として Scratch や MakeCode が存在する．

図 2: Scratch

3.2 blockly の仕組み
Blockly とは，Google が提供しているビジュアルプロ

グラミング言語のオープンソースライブラリであり，簡単
な操作で自分だけのビジュアルプログラミング言語による
プログラムコードを作ることができる．またカスタムブロッ
クという機能があり，もともとあるブロックの他に，好き
な処理をさせるブロックをユーザーが作成することができ
る．カスタムブロックの構成としては，見た目の定義に関
するものとカスタムブロック自体の動作の定義を決めたも
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のによって作られます．見た目の定義としては，ブロック
の色やパズルのような前後や横の接続を定めたり，データ
の接続や入力に対しての変数などの型を決める．また動作
に関する定義としては，前後の接続や入力に対しての処理
をプログラムして決める，
本研究では，blockly でビックデータを処理することが

できるようにカスタムブロックの機能を使ってオリジナル
のブロックを作成する．

4 提案手法
本研究では，blockly でビックデータを解析できるオリ

ジナルのブロックを作成する．2.2にあるように，クライア
ントサイドのみでは，限られたプログラミング言語とそのラ
イブラリしか使えないためサーバーサイドでの処理をブロッ
クを通して行う．そのために，Asynchronous Javascript
And XML(Ajax)[3] を使ってサーバーと通信を行う．ま
た，Ajaxによる通信から先のバックエンドでは，Common
Gateway Interface(CGI)と呼ばれるプログラムを使って，
クライアントから送られたデータを処理して、結果をクラ
イアントに返す．CGIは，pythonで記述し sklearnと呼
ばれる機械学習ライブラリを本研究では使用した．
処理する対象となる入力データは，データの入力形式を

あらかじめ統一し，拡張子は csvとすることにした．入力
形式としては，セルの 1 行 1 列目に入力データ数，1 行 2
列目に説明変数，2 行 2 列目に目的変数，3 列目にラベル
名，4 列目に基本データ型，そして 5 列目以降に 3,4 列目
に対応する入力データが入るような形とした．
また，blockly にはもともとファイルを読み込むブロッ

クがないため，ビックデータを処理するブロック以外にファ
イルを読み込むブロックも作成することにした．今回作る
のは，入力形式が統一されてある csvファイルの読み込み
ブロックと線形回帰の計算を行うブロックと，出力結果を
csv 形式でダウンロードできるブロックを作成する．線形
回帰とは，回帰分析と呼ばれる教師あり学習の 1 種で，1
つ以上の特徴量と連続値の目的変数との関係をモデルとし
て表現することができる．

図 3: 開発システムのデータの流れ

5 実験結果ならびに考察
作成したファイルを読み込むブロックは図 4のような見

た目のブロックで作成した．

図 4: ファイルを読み込むブロック

このブロックの使い方としては， **ファイルを選択し
てください** の枠内をマウスでクリックすることで，ポッ
プアップでエキスプローラーが開き，そこから入力データ
となる csv ファイルを選択すると，入力データを json に
置き換えてこのブロック自体に内容を保持させることがで
きる．
また，線形回帰を行うブロックは，図 5のような見た目

のブロックで作成した．

図 5: 線形回帰のブロック
このブロックの使い方としては，ブロックの空いたとこ

ろに入力データとなる json が含まれるブロックを入れる
ことで実行時に線形回帰の計算を行なわれ，回帰係数，切
片，決定係数といった結果が帰ってくるものとなっている．
ただし，今回の線形回帰のブロックは単回帰分析のみで，
重回帰分析のときのブロックは作成していない．また，入
力データは提案手法で示したようにあらかじめ統一された
データ形式である必要がある．
最後に，入力データに対しての処理後の出力結果を csv

形式でダウンロードできようなブロックは図 6のような見
た目で作成した．

図 6: 出力結果のダウンロードができるブロック
このブロックの使い方としては，ブロックの空いたとこ

を入力として，プログラムの実行時に自動で入力部分の処
理結果を csvに変換し，そのファイルのダウンロードが開
始されるものとなっている．

6 おわりに
本研究ではビジュアルプログラミング言語によるビック

データ解析システムの開発をした. クライアントサイドに
存在しないライブラリを Ajax 通信を使ってサーバーサイ
ドから必要なライブラリとそれを実行する CGI プログラ
ムを呼び出すことで blocklyにおいて線形回帰の計算の結
果をビジュアルプログラム上で得ることができた．
今後の課題は, ビックデータを分析する手法を調べ，そ

のブロックを作成していく．また，今回作った線形回帰の
ブロックを編集してオプションで単回帰分析か重回帰分析
をブロックで選択できるようにする．
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